
お問い合わせはお客様専用フリーダイヤルへ 東日本 ：0120-813-419 西日本 ：0120-813-770      

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタギ文化発祥の地へ。本格ジビエ料理と温泉、世界遺産
の縄文遺跡もご案内します。 

マタギの里を訪ねる  
打当温泉と北秋田の旅 

1 東京駅(10：18発) 角館駅（13：24着/13：58発）   

阿仁マタギ駅（14：52着） 打当温泉 
午前、秋田新幹線を利用し、角館へ。着後、秋田内陸縦貫鉄道に乗り換え阿
仁マタギ駅へ。着後、送迎バスを利用しお宿へ。お宿に着後、ご希望の方は
実費にて阿仁牧場くまくま園へご案内します。 
■お泊りはマタギ文化発祥の地ともされる北秋田市阿仁地域にある山々と清流に
囲まれた一軒宿で、源泉かけ流しの温泉をお楽しみいただける打当温泉マタギの
湯です。館内にはマタギ文化を紹介する資料館も併設されており、自由に見学がで
きます。 
■夕食は宿自慢の一度は食べてみたい熊鍋を、山の幸など素朴な田舎料理をお
楽しみ下さい。ご希望の方は実費にて幻のどぶろくといわれる「マタギの夢」をご賞味
いただけます。 

× × 夕食                                打当温泉：マタギの湯（和室） 泊 
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打当温泉  大館駅（14：10発）  新青森駅（15：12着/15：36発） 

 東京駅（18：44着）  
午前、専用バスを利用し、世界文化遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の一
つ●伊勢堂岱遺跡、●伊勢堂岱縄文館を見学します。その後、世界一の巨大
な太鼓や様々な太鼓を展示する○大太鼓の館を見学します。昼食後、大館駅
より特急スーパーつがるにて新青森駅へ。着後、東北新幹線に乗り継ぎ、東京
へ。夕刻、東京駅着後、解散。 

朝食 昼食 ×     

※日程内○太字観光地は入場観光、●太字観光地は下車、車窓観光となります。 
※１日目、阿仁マタギ駅～打当温泉の移動は宿の送迎バスを利用します。（約５分）お一人
様２席はご利用いただけません。またほかのお客様と混乗となる場合があります。 

波浮見晴台 

９月１５日（火）～ ９月１６日（水）￥１３０，０００ 
１０月 ６日（火）～１０月 ７日（水）￥１３０，０００ 
（２名１室利用の大人お一人の料金） お一人部屋追加代金￥１０，０００ 

■最少催行人員：８名 ■食事：朝１回 昼１回 夕１回   
■添乗員：東京駅より東京駅まで同行。 ■利用予定バス会社：秋北バス 
●お部屋は和室（バス、トイレ付）で、1室2名様利用が基本。お一人で 利用も同様のお部屋タイ
プとなります。 

●バスは基本中型バスを利用します。 ●写真はイメージです。 

大太鼓の館 

お料理の一例 提供：株式会社リバティー        幻のどぶろく「マタギの夢」 提供：株式会社リバティー  露天風呂 提供株式会社リバティー    秋田内陸縦貫鉄道 

伊勢堂岱遺跡 

ツアーのポイント 

●マタギとは・・・ 

東北地方、北海道で厳しいしきたりを守りながら集

団で狩猟をする人々を指す言葉です。近代的な装

備のハンターとは異なり、歴史は古く、平安時代か

ら存在していました。今なお独特な宗教観や倫理

観を大事にしています。獲物は主に森に生息する

野生の動物（クマ、シカ、サル、ウサギ）です。今回

ご案内する阿仁地域は「マタギ文化発祥の地」とし

て知られており、動植物の乱獲や自然破壊といっ

た問題に対し、自然と動植物を敬い、共生を育んで

きたマタギの文化は近年評価されてきています。 

 

●打当（うっとう）温泉 

源泉かけ流しの宿・打当温泉マタギの湯では大浴

場はもちろん露天風呂を完備しており、ゆったりと

温泉をお楽しみいただきます。館内にはマタギ文

化を紹介する資料館も併設されております。夕食

は宿自慢の熊鍋をはじめとするマタギ料理をご用

意しました。また北秋田市は「どぶろく特区」として

認定されており、宿では幻のどぶろくといわれる

「マタギの夢」をいただくことができます。森吉山系

の湧き水と秋田こまちで仕込んだ自家製のどぶろ

くをご賞味いただけます。※生産量が限られているため、

販売用の４合瓶は売り切れとなっている場合があります。 

 

●世界遺産・伊勢堂岱遺跡 

２０２１年に世界遺産に登録された「北海道・北東北

の縄文遺跡群」の伊勢堂岱遺跡を見学します。１万

年以上前に存在した縄文遺跡の生活や文化を専

門のガイドが解説します。 

 

●秋田内陸縦貫鉄道 

秋田内陸部を縦断するローカル列車に乗車しま

す。田園地帯や山峡を走り抜ける路線は愛好家の

間では「走る美術館」ともいわれています。 


